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デ
ィ
ー
バ

D
H
M
B
A
が
叶
え
る
健
康
人
生
。



　
昔
か
ら
牡
蠣
は
、
身
体
に
よ
い
食
品
の
代

表
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
効
能
の

素
晴
ら
し
さ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
や
中
国
・
明

朝
の
書
物
に
も
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
た
だ
し
、
謎
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
牡

蠣
を
食
べ
る
と
元
気
に
な
る
の
か
、
ど
う
し

て
疲
労
が
と
れ
る
の
か
。
一
般
に
語
ら
れ
る

「〝
海
の
ミ
ル
ク
”
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
完
全

栄
養
食
品
だ
か
ら
」
も
間
違
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
牡
蠣
肉
エ
キ
ス
（
上
清
）
の

な
か
に
は
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
偉
大
な
パ

ワ
ー
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
が
『
D
H
M
B
A
（
デ
ィ
ー
バ
）』、

牡
蠣
肉
エ
キ
ス
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る

渡
辺
オ
イ
ス
タ
ー
研
究
所
が
発
見
し
、
世
界

で
初
め
て
商
品
化
に
成
功
し
た
新
規
抗
酸
化

物
質
で
す
。

　
そ
の
特
長
は
、
疲
れ
を
と
る
チ
カ
ラ
は
強

い
の
に
、
か
ら
だ
に
と
て
も
優
し
い
こ
と
。

─
─
─
あ
な
た
は
家
族
の
女
神
（
Ｄデ

ィ

ー

バ

ｉ
ｖ
ａ
）
だ
か
ら
。

特
別
な
あ
な
た
の
疲
れ
に
、

特
別
な「
D
H
M
B
A
」を

お
す
す
め
し
ま
す
。

デ

ィ

ー

バ
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Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
の
疲
労
感
軽
減
作
用
と
身
体

に
対
す
る
安
全
性
は
、
世
界
一
厳
し
い
と
さ

れ
る
日
本
の
消
費
者
庁
の
基
準
を
ク
リ
ア
ー

し
、
２
０
１
９
年
４
月
、『
ワ
タ
ナ
ベ
オ
イ
ス

タ
ー
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
ゼ
リ
ー
』
は
「
機
能
性
表

示
食
品
」
と
し
て
届
出
が
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

　
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
の
〈
よ
み
方
〉
で
あ
る
「
デ

ィ
ー
バ
」
は
、「
女
神
、
歌
姫
」
と
い
う
意

味
の
「
D
i
v
a
（
デ
ィ
ー
バ
）」
に
由
来

し
ま
す
。
地
域
で
も
家
庭
で
も
、
健
康
な
暮

ら
し
の
中
心
と
し
て
、
周
囲
を
幸
せ
に
し
て

い
る
大
人
の
女
性
に
、
ま
ず
は
ご
愛
用
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
ど
う
か
疲
れ
を
貯
め
な
い
で
、
ワ
タ
ナ
ベ

オ
イ
ス
タ
ー
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
ゼ
リ
ー
を
あ
な
た

と
ご
家
族
の
健
康
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
、
特

別
な
デ
ィ
ー
バ
（
女
神
）
だ
か
ら
。

ＤＨＭＢＡ（ディーバ）
Ｄ

デ ィ ー バ

ＨＭＢＡは、牡蠣から生ま
れた抗酸化物質です。牡蠣か
ら生まれた女神をイメージし
て名付けられました。
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D
H
M
B
A
は
牡
蠣
に
宿
る
、

チ
カ
ラ
の
源
。

　
牡
蠣
に
つ
い
て
、
古
代
ロ
ー
マ
の
賢
人

は
「
食
欲
を
刺
激
し
、
消
化
を
助
け
、
幸

福
感
を
も
た
ら
す
」
と
語
り
、
中
国
・
明

代
の
薬
物
書
『
本
草
綱
目
』
に
は
、「
煮

て
食
す
る
と
虚
無
感
、
心
理
的
な
患
い
を

癒
し
、
身
体
の
調
子
を
整
え
、
丹
毒
を
消

し
、
婦
人
の
血
気
の
流
れ
を
よ
く
す
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
健
康
美
容
パ

ワ
ー
は
現
代
も
健
在
。
そ
の
有
用
性
に
着

目
し
た
渡
辺
オ
イ
ス
タ
ー
研
究
所
の
前
会

長
・
渡
辺
富
雄
は
、
牡
蠣
の
有
効
栄
養
成

分
を
的
確
に
抽
出
濃
縮
、
固
形
化
に
成
功
。

１
９
６
７
年
に
、
日
本
初
の
「
牡
蠣
肉
エ

キ
ス
」
と
し
て
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
４
月
、
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
を
主

成
分
と
す
る
『
ワ
タ
ナ
ベ
オ
イ
ス
タ
ー

Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ゼ
リ
ー
』
は
、
日
常
生
活
で

生
じ
る
中
高
年
の
皆
様
の
疲
労
感
を
軽
減

す
る
機
能
が
あ
る
「
機
能
性
表
示
食
品
」

と
し
て
、
届
出
が
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
機

能
性
表
示
食
品
と
は
、
食
品
の
機
能
性

（
健
康
を
支
え
る
働
き
）
の
科
学
的
根
拠

を
、
企
業
が
消
費
者
庁
に
届
け
出
る
こ

と
で
、
企
業
の
責
任
で
製
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
食
品
で
す
。

世
界
一
厳
し
い
と
さ
れ
る
日
本
の
消
費
者

庁
の
基
準
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め
に
、
単

に
「
牡
蠣
肉
エ
キ
ス
の
中
に
抗
酸
化
物
質

が
あ
る
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
機
能
性

に
関
与
す
る
成
分
の
特
定
（
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A

の
発
見
）
を
し
、
疲
労
感
軽
減
の
仕
組
み

を
証
明
し
た
の
で
す
。
こ
の
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A

が
含
ま
れ
、
疲
労
感
軽
減
を
表
示
で
き
る

機
能
性
表
示
食
品
は
ワ
タ
ナ
ベ
オ
イ
ス
タ

ー
Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ゼ
リ
ー
だ
け
で
す
。

機
能
性
表
示
食
品

と
し
て
届
出
受
理

さ
れ
ま
し
た
。

牡
蠣
の
健
康
美
容
効
果

は
昔
か
ら
認
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

デ

ィ

ー

バ
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抗
酸
化
物
質
と
し
て
の
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
の

優
れ
た
特
徴
は
「
両
親
媒
性
」。
こ
れ
は
、

「
水
に
も
油
に
も
溶
け
る
性
質
」
の
こ
と
。

抗
酸
化
物
質
の
元
祖
ビ
タ
ミ
ン
C
は
、
水

溶
性
で
油
に
は
溶
け
な
い
た
め
、
血
液
中

に
は
よ
く
溶
け
て
も
、
油
成
分
の
多
い
細

胞
膜
に
は
は
じ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

方
ビ
タ
ミ
ン
E
は
脂
溶
性
で
水
に
溶
け
な

い
た
め
、
細
胞
膜
の
中
に
は
入
れ
て
も
、

水
成
分
の
多
い
細
胞
の
中
へ
は
な
か
な
か

入
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
な
ら
、

細
胞
膜
を
突
破
し
て
、
細
胞
の
奥
深
く
ま

で
入
り
込
み
、
私
た
ち
を
細
胞
レ
ベ
ル
で

疲
れ
さ
せ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
の
活
性

酸
素
ま
で
も
消
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
は
、
2
0
1
0
年
に
弊
社

社
長
・
渡
辺
貢
が
発
見
し
た
新
し
い
「
抗

酸
化
物
質
」
で
す
。『
本
草
綱
目
』
に
あ
る

「
煮
て
食
す
る
と
虚
無
感
、
心
理
的
な
患

い
を
癒
し
、
身
体
の
調
子
を
整
え
、
丹
毒

を
消
し
、
婦
人
の
血
気
の
流
れ
を
よ
く
す

る
」
の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
を

明
ら
か
に
す
る
過
程
で
突
き
止
め
ま
し
た
。

　

抗
酸
化
物
質
が
、
疲
労
、
不
眠
、
う

つ
、
認
知
症
、
更
年
期
障
害
等
々
、
私
た

ち
の
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を
も
た
ら

す
「
活
性
酸
素
」
を
消
去
し
て
く
れ
る
物

質
だ
と
い
う
こ
と
は
ご
存
知
で
す
ね
。
元

祖
・
抗
酸
化
物
質
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
や
ビ

タ
ミ
ン
E
が
。
人
気
の
抗
酸
化
物
質
に
は
、

ト
マ
ト
の
リ
コ
ピ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

ス
ル
フ
ォ
ラ
フ
ァ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ク
ロ

ロ
ゲ
ン
酸
、
ウ
コ
ン
の
ク
ル
ク
ミ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
牡
蠣
が
持
つ
元
気
パ
ワ
ー
の

源
は
、
亜
鉛
、
セ
レ
ン
、
銅
と
い
っ
た
ミ

ネ
ラ
ル
と
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
B

群
に
よ
る
も
の
だ
と
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
牡
蠣
が
示
す
働
き
の
ベ
ー

ス
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な

い
も
っ
と
凄
い
〝
何
か
が
あ
る
”。

─

そ
う
見
抜
い
た
渡
辺
が
、
牡
蠣
肉
エ
キ
ス

の
上
清
（
う
わ
ず
み
）
か
ら
発
見
し
、
疲

労
軽
減
へ
と
導
く
エ
ビ
デ
ン
ス
を
世
界
で

初
め
て
証
明
し
た
の
が
新
た
な
抗
酸
化
物

質
＝
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
で
す
。
他
の
食
品
に
は

な
い
、
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
が
含
ま
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、牡
蠣
は
〝
海
の
ミ
ル
ク
”
で
あ
り
、

抜
き
ん
出
た
元
気
パ
ワ
ー
を
発
揮
で
き
る

の
で
す
。

　

牡
蠣
の
元
気
パ
ワ
ー
の

　

真
相
は
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
で
す

　

疲
労
物
質
・
活
性
酸
素
を

　

消
す
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

　

細
胞
の
奥
深
く
ま
で

　

浸
透
し
疲
れ
を
軽
減
す
る

D
H
M
B
A
が「
特
別
」な
３
つ
の
理
由
。

１

２３

デ

ィ

ー

バ
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朝夕

ブー
ン♪

パワ
ー半
減…

活性
酸素

疲
れ
を
め
ぐ
る
２
つ
の
迷
信

疲労
とは？

　
Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
疲
労
軽
減
機
能
に
つ
い
て
ご

説
明
す
る
前
に
、「
疲
れ
の
正
体
」
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
日
本
で
は
ど
う
も
２

つ
の
大
き
な
誤
解
を
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う

な
の
で
す
。

　

 

疲
れ
る
の
は

　

 

乳
酸
が
た
ま
る
せ
い
？

　
激
し
い
運
動
や
ス
ト
レ
ス
で
疲
れ
た
と
き
、 

「
身
体
は
乳
酸
が
溜
ま
り
過
ぎ
た
状
態
。
素
早

く
除
去
す
る
こ
と
が
疲
労
回
復
に
つ
な
が
る
」、

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
、迷
信
で
す
。
乳
酸
は
糖（
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
）

を
分
解
す
る
過
程
で
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
、

老
廃
物
で
も
疲
労
物
質
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
な
の
に
疲
労
の
元
凶
に
さ
れ
た
の
は
１
０
０

年
前
、
当
時
の
研
究
者
が
、
疲
労
し
た
肉
体
の

血
中
に
乳
酸
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
発
見
し

た
か
ら
な
の
で
す
。

　

 

疲
れ
は
身
体
の

　

 

パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン

　

で
は
、
疲
れ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
過
労
や
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
「
活
性
酸
素
の
た
ま
り
過
ぎ
」。
活
性

酸
素
は
過
剰
に
な
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す

る
仕
組
み
を
損
傷
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
能
力
を

低
下
さ
せ
ま
す
。「
疲
れ
」
を
自
動
車
の
パ
ワ
ー
に

た
と
え
る
な
ら
、
ボ
デ
ィ
の
重
さ
は
同
じ
で
、
朝
は

２
０
０
０
パ
ワ
ー
だ
っ
た
車
が
、
疲
れ
が
た
ま
っ
た

夕
方
に
は
5
0
0
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
疲
労
と
は
、
ガ
ソ
リ
ン
切
れ

で
は
な
く
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
能
力
が
低
下
し

た
状
態
で
す
。

　
そ
こ
で
、
疲
れ
を
ト
ル
に
は
、
抗
酸
化
物
質
に
よ

っ
て
活
性
酸
素
を
消
去
し
、
身
体
の
な
か
の
活
性
酸

素
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。
一
番
の
お
す

す
め
は
Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
で
す
。
活
性
酸
素
濃
度
が
下
が

れ
ば
、
身
体
は
円
滑
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
機

能
を
取
り
戻
し
、
疲
労
が
軽
減
さ
れ
、
元
気
が
回
復

し
ま
す
。

「
疲
れ
」と
は「
活
性
酸
素
の
た
ま
り
過
ぎ
」で
す
。

活性酸素
のたまり過ぎ

乳酸
のたまり過ぎ
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注
目
の
価
値
❷   

安
全
性
は
ク
ル
ク
ミ
ン
の
約
５
倍
！

　
抗
酸
化
物
質
の
中
に
は
、
ど
ん
な
に
抗
酸
化
力
が
強
く
て
も
、
飲
み
過
ぎ
厳
禁

の
物
質
も
あ
り
ま
す
。
筆
頭
は
漢
方
で
有
名
な
ウ
コ
ン
に
含
ま
れ
る
「
ク
ル
ク
ミ

ン
」。
細
胞
に
対
す
る
毒
性
を
調
べ
る
試
験
※
で
は
、
１
滴
の
ク
ル
ク
ミ
ン
で
半
数

の
細
胞
が
死
ん
だ
の
に
対
し
て
、
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
は
５
滴
以
上
投
与
し
て
も
細
胞
は

一
つ
も
死
に
ま
せ
ん
で
し
た
。
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
、
ト
マ
ト
の
「
リ
コ
ピ
ン
」

と
比
べ
て
も
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
は
５
倍
近
い
安
全
性
を
示
し
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
は
、
チ
カ
ラ
と
優
し
さ
の
総
合
力
に
秀
で
た
、
抗
酸
化
物

質
の
女
神
な
の
で
す
。

※
I
C
50
試
験

細胞の抗酸化経路を活性化させることのできる抗酸化物
質を比較すると、Ｄ

デ ィ ー バ

ＨＭＢＡはウコンのクルクミンやトマ
トのリコピンの５倍安全だった。
この図は以下の文献を基にしています。
Journal of Functional Foods, 35, 245-255 (2017)
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この図は以下の文献を基にしています。
Journal of Functional Foods, 35, 245-255 (2017)
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注
目
の
価
値
❶   

抗
酸
化
力
は
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
の
約
６
倍
！

　
抗
酸
化
物
質
と
聞
い
て
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
「
ビ
タ
ミ
ン
C
」
で
し
ょ
う
。

Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
約
２・３
倍
も
の
抗
酸
化
力
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
気
の
抗
酸
化
物
質
と
の
比
較
※
で
は
、
食
物
に
多
く
含

ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
「
ロ
ス
マ
リ
ン
酸
」
の
約
４・９
倍
、
コ
ー
ヒ
ー

等
に
含
ま
れ
る
「
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
」
の
約
６
倍
の
抗
酸
化
力
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

※Keap1-N
rf2

経
路
の
比
較
試
験

抗酸化力＝活性酸素を消去する力。

抗酸化力の比較
（Keap1-Nrf2経路活性化）

安全性の比較
（IC50グラフ）

D
H
M
B
A
は
活
性
酸
素
を
消
去
す
る
女
神
。

デ

ィ

ー

バ

抗酸化力は
クロロゲン酸の

約6倍

D
H
M
B
A

ス
ル
フ
ォ
ラ
フ
ァ
ン

ケ
ル
セ
チ
ン

イ
ソ
リ
ク
イ
リ
チ
ゲ
ニ
ン

ク
ル
ク
ミ
ン

リ
コ
ピ
ン

Ｄ
デ ィ ー バ

ＨＭＢＡは
クルクミンの

5倍安全
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何
時
間
寝
て
も
、
い
く
ら
休
ん
で
も
、
栄
養
あ
る
食
事
を
し
て
も
、

な
か
な
か
取
れ
な
い
疲
れ
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
医
療
の
世
界
で
は
、

疲
労
は
未
病
の
最
た
る
も
の
。
回
復
し
な
い
疲
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

疾
病
に
移
行
す
る
予
知
因
子
。
こ
ん
な
疲
れ
が
気
に
な
る
40
代
以
上

の
あ
な
た
は
、
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
ゼ
リ
ー
適
齢
期
で
す
。

こ
ん
な
あ
な
た
は

D
H
M
B
A
適
齢
期
！

デ

ィ

ー

バ
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寝た気がしない

栄養不足かも

過労貯金、
そろそろ満期

あなどれない
筋肉疲労

環境変化に
戸惑い中

ストレスフル・
エイジ

疲れの陰に
病気あり？

睡眠不足がつづくと、心身ともに疲れが解消されないため、１日、２日くらい
早寝しても、身体のだるさや重さ、ボーッとした状態はとれません。

バランスよく食べる大切さは分かっていても、簡単にはいきませんよね。若い
うちは大丈夫だったのに、この頃ずっとだるいのは、機能面から疲れているサ
インかも。

仕事と家事、両立させて早ウン10年。蓄積した疲労は、疲れやすさやだるさ
の、ありがたくない利子になって返ってきます。

急に張り切って運動したり、旅行であちこち歩き回ったりすると、活性酸
素が過剰にたまって疲れの原因に。ひどいときには重度の頭痛、肩こり、
腰痛までも引き起こします。

異動や転職、親との同居・死別、子どもの独立等々、職場や家庭での
環境変化は大きなストレス。心も身体も慣れるまでは大変です。

親戚づきあいにご近所づきあい、職場の対人関係等々、中心
になって調整する立場にあるあなた。ストレス性疲労、たまっ
てますね。

とれにくい疲れの陰には重大な病気が隠れている可
能性があります。まずは病院へ。大丈夫といわれたら、
Ｄ

デ ィ ー バ

ＨＭＢＡで未病対策を！

　  分析方法
①生牡蠣だけでなく野菜、調味
料など牡蠣鍋の材料をすべて
入れて、１時間加熱。
②具、汁を含む牡蠣鍋すべてを
ミキサーにかけて液状になる
まで混ぜ溶かす。
③②を希釈・ろ過した後、測定。

Column

Ｄ
デ ィ ー バ

ＨＭＢＡ適齢期チェックリスト

Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
ゼ
リ
ー

１
日（
４
本
）分
は

牡
蠣
鍋
30
人
前
！

　
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
は
、
牡
蠣
を
煮

て
食
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
抗

酸
化
物
質
。
そ
の
成
分
は
当
然
、

天
然
の
牡
蠣
に
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
で
は
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
ゼ
リ

ー
と
同
じ
量
の
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
を

摂
取
す
る
に
は
、
牡
蠣
鍋
何
人

前
分
の
牡
蠣
を
食
べ
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
。
答
え
は
な
ん
と
30

人
前
。（
１
人
前
あ
た
り
牡
蠣

８
個
で
計
算
）

　
2
4
0
個
も
の
牡
蠣
、
と
て

も
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
べ

き
れ
ま
せ
ん
ね
。
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D
H
M
B
A
の
３
つ
の
約
束
。

　
製
品
を
正
し
く
適
切
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

弊
社
の
製
品
は
全
国
の
薬
局
、薬
店
、医
療
機
関
以
外

で
は
お
売
り
い
た
し
ま
せ
ん
。
Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ゼ
リ
ー
も
、

医
薬
業
界
の
専
門
家
を
対
象
と
す
る
講
演
会
を
通
し
て

そ
の
よ
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

経
て
の
み
、必
要
と
す
る
お
客
様
に
ご
提
供
す
る
シ
ス

テ
ム
を
厳
守
し
ま
す
。

　
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
の
製
造
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｆ
Ｓ
健
康
食
品

G
M
P
」
認
定
工
場
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｆ

Ｓ
健
康
食
品
G
M
P
認
証
は
、
日
本
全
国
で
41
社
、
東

京
都
で
は
当
社
を
含
め
て
３
社
し
か
取
得
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
全
工
程
を
通
じ
て
、
人
為
的
な
誤
り
、
汚
染
お

よ
び
品
質
低
下
を
防
止
し
、
一
定
の
品
質
の
確
保
を
徹

底
し
た
施
設
か
ら
、
心
を
込
め
て
お
届
け
し
ま
す
。

（
2
0
1
9
年
8
月
現
在
）

高
度
で
衛
生
的
な
施
設
か
ら

お
届
け
し
ま
す
。

２

医
薬
業
界
以
外
で
は

お
売
り
し
ま
せ
ん
。

３

　
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
は
、
総
合
分
析
室
、
細
胞
培
養
室
、

オ
イ
ス
タ
ー
ル
ー
ム
か
ら
な
る
、
弊
社
の
充
実
し

た
研
究
施
設
で
存
在
を
見
い
だ
さ
れ
、
北
海
道
大

学
大
学
院
保
健
科
学
研
究
院
と
の
共
同
研
究
に
よ

っ
て
同
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
は
、
北
大
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
二
つ
の
抗
酸
化
作
用
を
有

す
る
新
し
い
抗
酸
化
物
質
」
と
し
て
、
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
弊
社
は
産
学
連
携
の
先
駆
け
と
し
て
、

1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
、
志
を
同
じ
く
す
る
一

流
の
研
究
者
が
揃
う
大
学
（
北
京
大
学
病
院
、
北

海
道
大
学
、
筑
波
大
学
、
東
北
大
学
、
静
岡
県
立

大
学
、
創
価
大
学
）
と
連
携
し
、
牡
蠣
に
か
か
わ

る
研
究
開
発
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
内

容
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
世
界
の
一
流
学
術
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A
に
秘
め
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い

可
能
性
を
積
極
的
に
引
き
出
し
、
ワ
タ
ナ
ベ
オ
イ

ス
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
、
Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
と
と
も
に

進
化
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

進
化
し
続
け
ま
す
。

１
デ

ィ

ー

バ
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牡蠣研究のパイオニアとして、
世界トップレベルの研究をしています。

　
1
9
8
3
年
４
月
、
す
き
ま
風
が
吹
き
込
む
小
さ
な
社

屋
で
、
わ
ず
か
３
名
の
従
業
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
渡
辺

オ
イ
ス
タ
ー
研
究
所
は
、
以
来
約
40
年
も
の
間
、
右
肩
上

が
り
の
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
激
動
の
社
会
に
あ
っ
て
、
そ
ん
な
好
調
を
可
能
に
し
た

の
は
、「
人
間
性
豊
か
な
健
康
文
化
の
創
造
で
、
人
々
の

幸
せ
に
貢
献
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
企
業
理
念
に
も
と
づ

い
て
取
り
組
ん
で
き
た
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
牡
蠣
研

究
と
、
品
質
と
衛
生
に
こ
だ
わ
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
。

　
1
9
6
7
年
に
は
、
牡
蠣
の
持
つ
豊
富
な
有
効
栄
養
成

分
を
的
確
に
抽
出
濃
縮・固
形
化
に
成
功
。
日
本
初
の
「
牡

蠣
肉
エ
キ
ス
」
と
し
て
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
社
の
「
牡
蠣
肉
ダ
ブ
ル
抽
出
法
」
と
「
牡
蠣

肉
の
減
圧
抽
出
濃
縮
法
」
は
、
牡
蠣
肉
中
の
微
量
元
素
な

ど
を
有
効
的
に
抽
出
・
濃
縮
で
き
る
特
殊
な
製
法
と
し
て
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
特
許

を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
0
年
に
発
見
・
同
定
し
、
2
0
1
9
年
４
月
に

消
費
者
庁
よ
り
『
ワ
タ
ナ
ベ
オ
イ
ス
タ
ー
Ｄデ

ィ

ー

バ

Ｈ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ゼ

リ
ー
』
と
し
て
機
能
性
表
示
食
品
の
届
出
受
理
を
し
て
い

た
だ
い
た
牡
蠣
肉
か
ら
の
新
規
抗
酸
化
物
質
Dデ

ィ

ー

バ

H
M
B
A

の
製
法
も
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ギ
リ
ス
、
E
U
、
中
国
な
ど
で
特
許
を
申
請
・
取
得
し
、

世
界
中
の
皆
様
に
健
康
な
人
生
を
お
届
け
で
き
る
存
在
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
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（株）渡辺オイスター研究所
お客様相談窓口

192-0154 東京都八王子市下恩方町490-3
TEL 0120-787-843

http://www.oyster.co.jp

https://product.oyster.co.jp/dhmba/


